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阪神・淡路大震災における海上からの支援実績

１月 緊急時 応急時
日 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

震災 日目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

緊急救援人員輸送
緊急救援物資輸送

臨時旅客輸送
（港内 )

臨時旅客輸送
(港外 )

企業チャーター船

生活環境サービス

緊急避難宿泊所

海上支援拠点
（ホテルシップ）

《観光船・津名港、フェリー・尼崎港ほか》 《炊き出し、入浴サービス、青木フェリー埠頭》

《救護救難関係者ホテルシップ ： 医療団、インフラ復旧作業隊、ボランティア拠点》

《近郊より救援人員送り込み》
《九州より電力復旧隊》 《九州よりガス復旧隊》 《神戸港 7箇所、尼西芦屋港 5ヶ所、淡路姫路各 2ヶ所
《自衛艦到着》 物資陸揚げ基地の活用開始》
《大阪、堺、関空、洲本等から給水、食料など緊急物資》

《メリケン～ KCAT 》等 （増便） 定常

《臨時チャーター》 （増便） 《定期チャーター》

《神戸～大阪》等 （増便） 定常

医療救助活動医療救助活動
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船舶の宿泊施設としての活用実績

３０隻に及ぶ船舶がのべ６万人以上の人に生活上の支援を果たした 2
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【海の道の活用】

■緊急物資の海上輸送
■支援要員の海上輸送
■住民の足の確保

（キャリーシップ）
【船の機能活用】

■健康維持支援（食事・風呂・
トイレ・洗濯・休息）

■避難所（ホテルシップ）
■医療支援（ドクターシップ）
■支援要員に対する宿泊支援

■ヘリポート
■発電バージ
■海水淡水化バージ
■消火用海水ポンプ

【情報収集、発信機能】

■対策本部機能
■指令中枢機能

災害時における船の活用 《阪神・淡路大震災の教訓》
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